
年間授業計画

高等学校 令和６年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

使用教材： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

１
学
期

現代の国語

領域
評価規準

国語

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付け
る。

国語 現代の国語 2

なし

【学びに向かう力、人間性等】

言葉を通して積極的に他者や社会に関わった
り、ものの見方、感じ方、考え方を深めたりし
ながら、言葉がもつ価値への認識を深めようと
するとともに、読書に親しむことで自己を向上
させ、我が国の言語文化の担い手としての自覚
をもとうとする。

現代の国語

配当
時数

（A組：川杉哲示）

【 知　識　及　び　技　能 】実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるようにする。

○

知 態

「話すこと・聞くこと」、「書くこと」、「読
むこと」の各領域において、論理的に考える力
や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸
ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を高
め、自分の思いや考えを広げたり深めたりす
る。

高等学校　新編現代の国語(第一学習社)

国語

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力
を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言語
文化の担い手としての自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

1

図書館指導
・本校の図書館を利用する際のルー
ルや資料の探し方、書籍の借り方な
どについて理解を深める。

・現代の国語の目標（上記）
・プリント教材
・一人１台端末の活用

○

【知識および技能】
・話し言葉の特徴や役割、表現の特色を踏ま
え、正確さ、分かりやすさ、適切さ、敬意と親
しさなどに配慮した表現や言葉遣いについて理
解を深め使っている。
【思考力、判断力、表現力等】
・「話すこと・聞くこと」において、目的や場
に応じて、実社会の中から適切な話題を決め、
様々な観点から情報を収集、整理して、伝え合
う内容を検討している。
・「話すこと・聞くこと」において、自分の考
えが的確に伝わるよう、自分の立場や考えを明
確にするとともに、相手の反応を予想して論理
の展開を考えるなど、話の構成や展開を工夫し
ている。
・「話すこと・聞くこと」において、話し言葉
の特徴を踏まえて話したりするなど、相手の理
解が得られるように表現を工夫している。
・「話すこと・聞くこと」において、話の内容
や構成、論理の展開、表現の仕方を評価すると
ともに、聞き取った情報を整理して自分の考え
を広げたり深めたりしている。
【学びに向かう力、人間性等】
・進んで材料を集めたり吟味したりし、今まで
の学習を生かしてスピーチを行おうとしてい
る。
・進んで表現や話し方を工夫し、今までの学習
を生かして効果的に話そうとしている。
・積極的にスピーチを聞き、評価シートを活用
して評価しようとしている。

○

【知識および技能】
・本校の図書館を利用する際のルールや資料の
探し方、書籍の借り方などについて理解を深め
ている。
【学びに向かう力、人間性等】
・図書館に興味を持ち、意欲を持って主体的に
読書活動に取り組もうとしている。

○ ○

表現編　―伝える力を培う―
話して伝える
スピーチで自分を伝える
・自分の意見を大勢の聞き手にわか
りやすく伝えるスピーチの方法を理
解し、実践する。
・他の人のスピーチを聞き取り、評
価する方法を学ぶ。

国語科ガイダンス
・国語科の目標や授業を受けるため
に知っておかなければならないこと
について理解を深める。

・現代の国語の目標（上記）
・プリント教材
・一人１台端末の活用

○

【知識および技能】
・国語科の目標や毎時間用意するもの、授業の
進め方、評価方法、授業のきまり（各教科共
通）等、授業を受けるために知っておかなけれ
ばならないことについて、理解を深めている。
【学びに向かう力、人間性等】
・現代の国語の授業の開講にあたり、意欲を
持って主体的に取り組もうとしている。

○ ○

○ 2○ ○ ○

・スピーチ
・プリント教材
・一人１台端末の活用

1



5

○ ○ 1

○ ○ 1

○

文化祭企画「みんなの川柳」作品創
作
・夜の学校、家族のスナップ、働く
高校生、青春の自画像、日常雑感な
どのテーマで川柳を創作し、文化祭
で発表し、相互に批評する。

・川柳の創作
・プリント教材
・一人１台端末の活用

○

定期考査

定期考査答案返却・解説

○

理解編　―思考力、判断力を培う―
新しい出会い
ナマケモノになる（辻信一）
・筆者がナマケモノから学んだこと
を理解し、「ナマケモノになる」こ
との意味について考えを深める。

○

○ ○

【知識及び技能】
・本文中に登場する主な常用漢字や語句・語
彙、また文章の効果的な組立て方や接続の仕方
について、その構造や特色などを理解してい
る。
・主張と論拠、個別の情報と一般化された情
報、推論の仕方など、情報の扱い方について理
解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・「活動の手引き」の課題について、自分の考
えや事柄を的確に伝え、読み手の理解が得られ
るよう、文章の構成や展開、表現の仕方を工夫
している。
・実体験を踏まえて提示された「未知」に対す
る筆者の捉え方を理解し、自分に照らして考え
を深めている。
【学びに向かう力、人間性等】
・積極的に自分の体験から適切な題材を決め、
文章にまとめようとしている。
・話し言葉と書き言葉の特徴を積極的に理解
し、会話を地の文で表現した効果について発表
しようとしている。

○

・ピクトグラムが持つ「言語」とし
ての機能
・プリント教材
・一人１台端末の活用

6

理解編　―思考力、判断力を培う―
言葉が開く世界
言語としてのピクトグラム（本田弘
之）
・ピクトグラムが持つ「言語」とし
ての機能を理解し、言語表現の多様
性について考えを深める。

○

【知識及び技能】
・本文中に登場する主な常用漢字や語句・語
彙、また文章の効果的な組立て方や接続の仕方
について、その構造や特色などを理解してい
る。
・主張と論拠、個別の情報と一般化された情
報、推論の仕方など、情報の扱い方について理
解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・「活動の手引き」の課題について、自分の考
えや事柄を的確に伝え、読み手の理解が得られ
るよう、文章の構成や展開、表現の仕方を工夫
している。
・ピクトグラムが持つ「言語」としての機能を
理解し、言語表現の多様性について考えを深め
ている。
【学びに向かう力、人間性等】
・写真を伴う文章を読み、積極的に解釈したこ
とをまとめて発表しようとしている。
・学習課題に沿ってピクトグラムの問題点や修
正案を考え、積極的に発表しようとしている。

○ ○

・ナマケモノから学んだこと、「ナ
マケモノになる」ことの意味
・プリント教材
・一人１台端末の活用

○○

○

定期考査

定期考査答案返却・解説

1

知識および技能】
・川柳の無季定型の詩形、喜怒哀楽やユーモア
を旨とする内容について、理解を深めている。
【思考力、判断力、表現力等】
・川柳の創作と発表を通して伝え合う力を高
め、自分の思いや考えを広げたり深めたりして
いる。
・他者の作品を鑑賞し、深く共鳴したり豊かに
想像したりする力を伸ばしている。
【学びに向かう力、人間性等】
・主体的に川柳を創作し発表することで、表現
活動を楽しんでいる。

○ ○ ○ 3

1



２
学
期

○ ○ ○

4

【知識及び技能】
・一つのテーマについて探究活動を行うための読書の
意義と効用について理解を深めている。
【思考力、判断力、表現力等】
・一つのテーマについて深く探究し、自分の考えを的
確にまとめ、適切に表現している。
・作品を鑑賞し、深く共鳴したり豊かに想像したりす
る力を伸ばしている。
【学びに向かう力、人間性等】
・テーマやキーワードから積極的に興味や関心を広
げ、関連する書籍を読もうとしている。
・読書に親しむことで自己を向上させ、我が国の言語
文化の担い手としての自覚をもとうとしている。

○ ○

読書指導
・テーマを決めて探究的に読書を
し、考えや感想を発表する。

表現編　―伝える力を培う―
話して伝える
待遇表現
・敬語表現を意識した言葉遣いを理
解する。
・敬語表現が選択される視点を理解
する。
・相手や場に応じた表現が選択でき
るようになる。

・敬語表現
・プリント教材
・一人１台端末の活用

○

【知識および技能】
・話し言葉と書き言葉の特徴や役割、表現の特
色を踏まえ、正確さ、分かりやすさ、適切さ、
敬意と親しさなどに配慮した表現や言葉遣いに
ついて理解し使っている。
【思考力、判断力、表現力等】
・「話すこと・聞くこと」において、自分の立
場や考えを明確にするとともに、相手の反応を
予想して論理の展開を考えるなど、話の構成や
展開を工夫している。
・「話すこと・聞くこと」において、話し言葉
の特徴を踏まえて話したりするなど、相手の理
解が得られるように表現を工夫している。
【学びに向かう力、人間性等】
・積極的に敬語表現を理解し、学習課題に沿っ
て使おうとしている。

表現編　―伝える力を培う―
書いて伝える
書き方の基礎レッスン
・表記・表現の基本ルールを理解す
る。
・接続表現の種類や用法を理解す
る。
・比喩などの表現技法を理解する。

○ ○ ○

3

【知識および技能】
・書き言葉の特徴や役割、表現の特色を踏ま
え、正確さ、分かりやすさ、適切さなどに配慮
した表現について理解を深め使っている。
・接続の仕方について理解している。
・比喩、例示、言い換えなどの修辞について理
解を深め使っている。
【思考力、判断力、表現力等】
・「書くこと」において、読み手の理解が得ら
れるよう、論理の展開、情報の分量や重要度な
どを考えて、文章の構成や展開を工夫してい
る。
・「書くこと」において、自分の考えが的確に
伝わるよう、根拠の示し方や説明の仕方を考え
るとともに、表現の仕方を工夫している。
【学びに向かう力、人間性等】
・進んで表記・表現の基本ルールを理解し、正
確で分かりやすい文を書こうとしている。
・学習の見通しをもって接続表現の種類や用法
を理解し、適切な接続表現を選ぼうとしてい
る。
・効果的に書くための方法を積極的に理解し、
表現の工夫を身につけようとしている。

○

5

・書き方の基礎
・プリント教材
・一人１台端末の活用

・探究的読書（発表）
・プリント教材、図書館の書籍
・一人１台端末の活用

○



○ ○

○ ○

理解編　―思考力、判断力を培う―
言葉が開く世界
言葉の海のオノマトペ（清水由美）
・音声と意味との関係から、言語一
般およびオノマトペの機能的特徴を
理解し、音としての言葉への興味を
広げる。

・言語一般およびオノマトペの機能
的特徴
・プリント教材
・一人１台端末の活用

【知識及び技能】
・本文中に登場する主な常用漢字や語句・語
彙、また文章の効果的な組立て方や接続の仕方
について、その構造や特色などを理解してい
る。
・主張と論拠、個別の情報と一般化された情
報、推論の仕方など、情報の扱い方について理
解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・「活動の手引き」の課題について、自分の考
えや事柄を的確に伝え、読み手の理解が得られ
るよう、文章の構成や展開、表現の仕方を工夫
している。
・音声と意味との関係から、言語一般およびオ
ノマトペの機能的特徴を理解し、音としての言
葉への興味を広げている。
【学びに向かう力、人間性等】
・積極的にオノマトペを使った短文を作り、筆
者の主張を検証して報告しようとしている。
・積極的にオノマトペを使った短文を作り、語
感を磨き語彙を豊かにしようとしている。

1

4

1

8

1

○ ○ ○

理解編　―思考力、判断力を培う―
社会と人間
「弱いロボット」の誕生（岡田美智
男）
・「弱いロボット」の開発意図を理
解し、人との間に生まれた関係性に
ついて考えを深める。

・「弱いロボット」の開発意図と人
との間に生まれた関係性
・プリント教材
・一人１台端末の活用

○

【知識及び技能】
・本文中に登場する主な常用漢字や語句・語
彙、また文章の効果的な組立て方や接続の仕方
について、その構造や特色などを理解してい
る。
・主張と論拠、個別の情報と一般化された情報
など、情報の扱い方について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・「活動の手引き」の課題について、自分の考
えや事柄を的確に伝え、読み手の理解が得られ
るよう、文章の構成や展開、表現の仕方を工夫
している。
・「弱いロボット」の開発意図を理解し、人と
の間に生まれた関係性について考えを深めてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・動画と本文を比較して、わかったことを積極
的に説明しようとしている。
・本文を読んでロボットと人間との関係性につ
いて考えを深め、表現を工夫して自分の考えを
書こうとしている。

○ ○ ○

定期考査
○ ○

表現編　―伝える力を培う―
書いて伝える
実用的な手紙文の書き方
・実用的な手紙文として、依頼文と
案内文の書き方を理解し、実践す
る。
・相手に情報を適切に伝える文章の
書き方を習得する。

・実用的な手紙文の書き方
・プリント教材
・一人１台端末の活用

○

【知識および技能】
・書き言葉の特徴や役割、表現の特色を踏ま
え、正確さ、分かりやすさ、適切さ、敬意と親
しさなどに配慮した表現について理解を深め
使っている。
・文章の効果的な組立て方や接続の仕方につい
て理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・「書くこと」において、読み手の理解が得ら
れるよう、情報の分量や重要度などを考えて、
文章の構成や展開を工夫している。
・「書くこと」において、自分の考えが的確に
伝わるよう、説明の仕方を考えるとともに、表
現の仕方を工夫している。
・「書くこと」において、目的や意図に応じて
書かれているかなどを確かめて、文章全体を整
えたり、読み手からの助言などを踏まえて、自
分の文章の特長や課題を捉え直したりしてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・教科書の例を参考に、説明や表現の仕方を工
夫して、積極的に依頼文や案内文を書こうとし
ている。
・書いた手紙文を進んで批評し合い、批評を踏
まえて文章の構成・展開や表現を工夫しようと
している。

○ ○ ○ 4

定期考査

定期考査答案返却・解説

○



３
学
期

○ ○ ○ 3

【知識及び技能】
・一つのテーマについて探究活動を行うための読書の
意義と効用について理解を深めている。
【思考力、判断力、表現力等】
・一つのテーマについて深く探究し、自分の考えを的
確にまとめ、適切に表現している。
・作品を鑑賞し、深く共鳴したり豊かに想像したりす
る力を伸ばしている。
【学びに向かう力、人間性等】
・テーマやキーワードから積極的に興味や関心を広
げ、関連する書籍を読もうとしている。
・読書に親しむことで自己を向上させ、我が国の言語
文化の担い手としての自覚をもとうとしている。

読書指導
・テーマを決めて探究的に読書を
し、考えや感想を発表する。

・探究的読書（発表）
・プリント教材、図書館の書籍
・一人１台端末の活用

○

1

8

定期考査答案返却・解説
○ ○

表現編　―伝える力を培う―
書いて伝える
身近な製品の取扱説明書を作成する
・情報を的確に説明する方法を理解
する。
・情報を相手にわかりやすく説明す
る方法を理解する。
・わかりやすい説明を実践できるよ
うになる。

・身近な製品の取扱説明書を作成す
る
・プリント教材
・一人１台端末の活用

○

【知識および技能】
・書き言葉の特徴や役割、表現の特色を踏ま
え、正確さ、分かりやすさ、適切さなどに配慮
した表現について理解を深め使っている。
・文章の効果的な組み立て方や接続の仕方につ
いて理解し使っている。
【思考力、判断力、表現力等】
・読み手の理解が得られるよう、情報の分量や
重要度などを考えて、文章の構成や展開を工夫
している。
・自分の考えが的確に伝わるよう、説明の仕方
を考えるとともに、表現の仕方を工夫してい
る。
・目的や意図に応じて書かれているかなどを確
かめて、文章全体を整えたり、読み手からの助
言などを踏まえて、自分の文章の特長や課題を
捉え直したりしている。
【学びに向かう力、人間性等】
・教科書の例を参考に、説明や表現の仕方を工
夫して、積極的に身近な製品の取扱説明書を書
こうとしている。
・書いた説明書を進んで批評し合い、批評を踏
まえて文章の構成・展開や表現を工夫しようと
している。

○ ○ ○



合計

78

○ ○

○ ○ 1

1
定期考査

定期考査答案返却・解説

読書指導
・テーマを決めて探究的に読書を
し、考えや感想を発表する。

・探究的読書（発表）
・プリント教材、図書館の書籍
・一人１台端末の活用

8

○

【知識及び技能】
・一つのテーマについて探究活動を行うための読書の
意義と効用について理解を深めている。
【思考力、判断力、表現力等】
・一つのテーマについて深く探究し、自分の考えを的
確にまとめ、適切に表現している。
・作品を鑑賞し、深く共鳴したり豊かに想像したりす
る力を伸ばしている。
【学びに向かう力、人間性等】
・テーマやキーワードから積極的に興味や関心を広
げ、関連する書籍を読もうとしている。
・読書に親しむことで自己を向上させ、我が国の言語
文化の担い手としての自覚をもとうとしている。

○ ○ ○ 3

理解編　―思考力、判断力を培う―
現代と社会
イースター島になぜ森がないのか
（鷲谷いづみ）
・イースター島の歴史について理解
し、筆者が提示する人類と生態系の
あり方について考察する。

・イースター島の歴史、人類と生態
系のあり方
・プリント教材
・一人１台端末の活用

○

【知識及び技能】
・本文中に登場する主な常用漢字や語句・語
彙、また文章の効果的な組立て方や接続の仕方
について、その構造や特色などを理解してい
る。
・主張と論拠、個別の情報と一般化された情
報、推論の仕方など、情報の扱い方について理
解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・「活動の手引き」の課題について、自分の考
えや事柄を的確に伝え、読み手の理解が得られ
るよう、文章の構成や展開、表現の仕方を工夫
している。
・イースター島の歴史について理解し、筆者が
提示する人類と生態系のあり方について考察し
ている。
【学びに向かう力、人間性等】
・個別の事例を一般化する文章の効果的な組立
て方を理解し、学習課題に即して解釈を深めよ
うとしている。
・本文の解釈を踏まえて持続可能性について考
えを深め、積極的に考えたことをまとめようと
している。


